
　11 月３日の文化の日を中心に、小林市総合文
化祭が開かれました。
　今年は、11 月２日・３日に小林会場（中央公
民館・市民体育館）と野尻会場（野尻町農村環境
改善センター）で作品展を開催。会場には、絵画
や書道作品、生け花など、出品者自慢の品々が展
示されました。

　また、11 月４日には文化会館で市民芸能祭、
11 月 10 日には市民音楽祭を開催。芸能祭では日
本舞踊やフラダンス、バレエなど、音楽祭では三
味線や詩吟、ハーモニカの演奏などが披露され、
参加者は日頃の練習の成果を発表しました。
　期間中は延べ５千人以上が来場し、作品や芸能、
音楽を通して文化の秋を堪能しました。
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Photo １ 作品展では子どもから大人
までさまざまな年代が制作した力作
が展示されました ２ 芸能祭には 16
団体が出演。ダンスや舞踊などを披
露しました　３・４音楽祭には 20
団体が出演。詩吟やハーモニカ、コー
ラスや吹奏楽などを披露しました

芸術の祭典「小林市総合文化祭」で文化の秋を堪能

１

２

３ ４

穏やかな最期を迎えるために
在宅医療介護連携の講演会を開催
　10 月 18 日、西諸地域在宅医療介護連携推進協
議会の講演会が開かれました。在宅医療と介護の
連携促進を目的に毎年開催しているもので、当日
はめぐみ在宅クリニック（神奈川県）の小

お ざ わ

澤竹
た け と し

俊
院長が「住み慣れたふるさとで、人生の最期まで
過ごせる社会を目指して」を演題に講演。参加者
は医療と介護の連携の在り方などを学びました。

当日は市民や在宅医療関係者ら 124 人が参加。小澤院長は「孤独や孤立を防ぐ
には、苦しみが小さいうちに気付く人がそばにいることが大切」と話しました

「食べること」は「生きること」
市内小中学校で食育教室を実施
　10 月 28 日と 29 日、ドキュメンタリー映画「弁
当の日」監督で、「はなちゃんのみそ汁」著者の
安
やすたけ

武信
し ん ご

吾さんと娘のはなさんが、市内小・中学校
で食育教室を行いました。28 日は東方中学校で
おいしいみそ汁作りを、29 日は南小学校で講演
会を実施。参加した児童・生徒らは、食育の大切
さと生きる力について学びました。

市内の学校で取り組む弁当の日について、安武さんは「親は一切手伝わない
ことが大事。自分の手で作ることが生きる力につながる」と訴えました
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Photo １ ほぜっこ相撲 ２ 赤ちゃん
土俵入り ３ 須木小児童によるソー
ラン節 ４ ステージイベントの様子五穀豊穣に感謝！すきほぜまつりが開催

　11 月３日、須木地区の本庄川河川敷広場で五
穀豊穣を祝うほぜまつりが開催されました。
　まつりは、小学生力士による恒例のほぜっこ相
撲からスタート。小さな力士たちの手に汗握る熱
戦が、会場を盛り上げました。
　また、化粧まわしを締めた可愛らしい赤ちゃん
たちによる土俵入り、須木中央保育園児や須木小・

中学生によるダンスや踊りの披露、須木鳥田町地
区の郷土芸能「いちょう太鼓」、お楽しみ抽選会
なども行われ、晴天の中、約 500 人の来場者でに
ぎわいました。
　会場内では、須木米や須木地区内で栽培された
甘
かんしょ

藷を使った芋焼酎「すきはるか」などの特産品
のほか、飲食物の販売も行われました。

１ ２

３

４

ライオンズクラブが市内支援学校に
花の球根や育てる道具などを寄贈
　11 月 14 日、小林ライオンズクラブ（川

か わ の

野雄
ゆ う じ

司
会長）が小林こすもす支援学校小学部と高等部に
チューリップの球根やプランター、じょうろなど
を寄贈しました。同クラブの社会貢献活動の一環
で行われたもので、11 月６日には中学部にも寄
贈。各キャンパスで、クラブ会員と児童・生徒が
花の植え付けなどを通して交流を深めました。

川野会長は「贈った花は卒業など節目を迎える時期に色づく予定。自分たち
で一生懸命育てた花が咲く姿を思い出にしてもらえたら」と話していました

東方中とこすもす支援学校中等部
パラスポーツで交流を深める
　11 月７日、東方中学校体育館でパラスポーツ交
流大会が開催されました。東方中学校と小林こす
もす支援学校中学部の親睦を深めることを目的に
実施しているもので、開催は昨年に続き２回目。
生徒らはグループに分かれ、障がい者スポーツの
中でもポピュラーな競技である、ボッチャとフラ
イングディスクの２競技で交流を深めました。

当日は両校の参観日にも設定。チームの勝利やディスクの判定に歓声があが
る会場では、子どもから大人までが共生社会への理解を深めました

「絶品うまいもん甲子園九州大会」（21㌻掲載）
「 中村さんエイジレス章受章」（23㌻掲載）

〔誤〕河野 楓馬さん〔正〕川
か わ の

野楓
ふ う ま

馬さん
〔誤〕中村 祐一さん（北西方）〔正〕中

な か む ら

村祐
ゆ う い ち

一さん（南西方）
訂正と
お詫び

令和６年 11 月号広報こばやしの「こばやし Topics」掲載の記事で、右の記事に
氏名などの誤りがありました。訂正してお詫びいたします。　
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安心で住みよいまちづくりを推進
小林・高原安心安全まちづくり大会
　11 月 13 日、文化会館で「小林・高原安心安全ま
ちづくり大会」が開かれました。安全で住みよい
まちづくりの推進を目指したもので、開催は６年
ぶり。大会では、交通安全・地域防犯に関して功
績のあった個人・団体の表彰や小林警察署による
防犯・交通安全の講話、アトラクションとして幸ヶ
丘小児童による「幸ヶ丘太鼓」などが行われました。

小林地区交通安全協会交通安全指導員による寸劇。駐車場内でのバック駐車
や反射材を付けることの大切さを、西諸弁で分かりやすく呼びかけました

食材高騰の中で手助けになれば
㈱ピッグファーム嶺

み ね い し

石が豚肉寄贈
　10 月７日、市内で豚肉の一貫経営を行ってい
る株式会社ピッグファーム嶺石（嶺

み ね い し

石藤
ふ じ お

男代表取
締役）から学校給食用に豚肉 250㌔が寄贈されま
した。豚肉は、市内 21 の小・中学校で「豚肉のしょ
うが焼き」として 11 月 12 日に提供。野尻小６年
の亀

か め お

尾祐
ゆ う し ん

心さんは「柔らかくておいしいお肉を食
べられてうれしいです」と話していました。

寄贈式で嶺石代表は「食材が高騰している中で、お世話になっている小林市
や地域の人たちに何か協力できないかと思い寄贈した」と話しました
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【西小林小】Photo １ ３年生が創立 150 周年をきっかけに地元
保存会から継承した郷土芸能「鎌之手踊り」２ １・２年生によ
る合唱 【東方小】３ 校庭にタイムカプセルを埋める児童 ４ 50
～ 90 歳代の卒業生による記念座談会。児童からの質問に答える
形で当時の学校生活を振り返りました 【細野小】５６年生が細野
を盛り上げるアイデアを発表 ６ 卒業生で女優・タレントの斉

さ い と う

藤
慶
け い こ

子さん。「細野小は私の原点。皆さんも６年間を宝物にして、
勉強やスポーツをがんばって」と児童にエールを送りました

地域に根差して 150 年
西小林小・東方小・細野小で記念式典
　市内小学校３校（西小林小・東方小・細野小）
が今年で創立 150 周年を迎え、11 月 10 日には西
小林小、11 月 17 日には東方小と細野小で記念式
典が開かれました。３校は明治５年（1872 年）
に公布された学制により各地に小学校創設が進め
られるなか、明治７年に創立。各学校では、それ
ぞれ児童による合唱や学校の歴史発表などが行わ
れ、150 周年を児童や地域住民が祝いました。

１ ２

３

４

５ ６

霧島ジオパークを知る散策を実施
　11 月 10 日、すきむら
んど周辺で霧島ジオ散
歩が開催されました。霧
島ジオパークと綾ユネ
スコエコパークへの理
解を広げようと霧島ジオパーク推進連絡協議会が
企画したもの。市内外から参加した 18 人は地域
の地質や植生について理解を深めました。

ＪＲ吉都線×サイクルロゲイニング
　11 月 10 日、西諸管内
のチェックポイントを
自転車で回る「サイク
ルロゲイニング in 北霧
島 2024」（小林まちづく
り株式会社主催）が開催されました。自転車をそ
のまま列車内に持ち込んで移動することができる
珍しい体験を多くの参加者が楽しみました。

シルバー事業の普及啓発イベント開催
　小林市シルバー人材
センター（水落新理事
長）は 10 月 20 日、小林
駅横中央ふれあい広場
で第 18 回シルバーフェ
スタを開催しました。事業の普及啓発や日頃の感
謝を伝えることを目的に実施。会場はステージイ
ベントなどを楽しむ家族連れでにぎわいました。

高齢者の一人歩きを地域で見守る
　認知症などの高齢者
の一人歩きに備え、地
域で見守る体制作りを
進めたいと、南西二区
で 11 月 17 日 に 見 守 り
声かけ訓練が開催されました。参加者は、実際の
声かけを通して高齢者や認知症の人への適切な接
し方や、関係機関への連絡方法を学びました。

山下さん　こすモ～が弾くピア
ノの音の中に健幸のイメージを
描きました。音楽が広がるよう
に、健幸のまちが皆に伝わり、
広がってほしいと思います。

内木場さん　大変だったのはホ
タルの背景。絵具が周りに飛ば
ないよう工夫しました。西諸弁
が好きなので「じょじょんよか
とこ」を入れています。方言を
使うことで地域の人に広く伝
わってくれるとうれしいです。

賞作品 21 点を選出しました。
　11 月８日には表彰式が開かれ、最優秀賞の２
人（小学校の部・中学校の部から各１人）が表彰
されました。入賞作品は小林市総合文化祭などで
展示されたほか、最優秀作品については、今後「健
幸のまちづくり」の啓発用ポスターとして市内公
共施設などに掲示し活用されます。

山
や ま し た

下 希
き い

苺さん

野尻小学校６年

小学生の部最優秀賞 中学生の部最優秀賞

内
う ち こ ば

木場 暖
は る

さん

東方中学校２年

ポスターで健康の大切さと小林市の魅力を表現
健幸のまちづくりポスターコンクールの最優秀賞受賞者を表彰

　今年も市内小・中学生を対象に、「健幸のまち
づくり」の啓発ポスターコンクールを開催しまし
た。同コンクールは、生活の基本となる「健康」
の重要性について自ら考え、健康づくりへの積極
的な取り組みを啓発するために実施。今年は 241
点（小学校 115 点、中学校 126 点）の応募があり、
健康の大切さと小林市の魅力を力強く表現した入

写真㊧ 山
や ま し た

下 希
き い

苺さん、写真㊨ 内
う ち こ ば

木場 暖
は る

さん
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長年にわたり市民の健康づくりに貢献
市食生活改善推進協議会が厚労大臣表彰
　小林市食生活改善推進協議会（柳

やなぎた

田きえ子
こ

会長）
が、食生活の改善などに功労があったとして、厚
生労働大臣表彰を受彰しました。現在協議会では、
31 人の食生活改善推進員が活動。野菜を使った
レシピの考案・周知などを通じたベジ活の推進や
料理教室の開催、郷土料理の普及活動など、市民
の健康づくりのために幅広く活動しています。

スローガンは「私達の健康は私達の手で」。柳田会長は「今後も地域の方と交流し
いろいろな情報を発信して、健幸のまちづくりに貢献したい」と話していました

地域経済活性化等に貢献したとして
小林まちづくり㈱へふるさと企業大賞
　小林まちづくり株式会社（柊

ふきざき

崎庄
しょうじ

二代表取締役）
が、（一財）地域総合整備財団の「ふるさと企業大
賞（総務大臣表彰）」を受賞しました。同賞は地域
経済活性化や魅力あるふるさとづくりに貢献して
いる事業者へ授与されるもの。同社の中心市街地
活性化の取り組みや得た利益で地域活性化・雇用
創出に取り組んでいることなどが評価されました。

11 月 15 日の伝達式で柊崎代表は「収益性と公益性のバランスを取り、中心市
街地だけでなく広く小林のためになる事業を展開してきたい」と話していました

租税教育の推進に多大な貢献
小林高校に熊本国税局長感謝状
　11 月 14 日、「税を考える週間」に合わせ、小林
税務署長納税表彰式が文化会館で行われました。
式では、租税教育に長年取り組んできた小林高
校に熊本国税局長感謝状が贈られたほか、納税道
義の高揚や租税についての正しい知識の普及など
に功績のあった個人や団体、「税についての作文」
の入賞者などの表彰が行われました。

【受賞者（敬称略）】
小林税務署長表彰　兒

こ だ ま

玉龍
り ゅ う の す け

之介　【租税教育推進校等感謝状】熊本国税局長
感謝状　小林高校　小林税務署長感謝状　紙屋中学校【中学生の「税につい
ての作文」】南九州地区納税貯蓄組合連合会会長賞　久

く る き

留木菜
な つ み

摘（西小林中）
【中学生の「税についての標語」】小林税務署長賞　川

か わ く ぼ

久保波
は な

那（紙屋中）

長距離を移動する渡りのチョウ
アサギマダラが小林小に飛来
　渡り鳥のように長い距離を移動することで知ら
れるチョウ、アサギマダラが 11 月５日、小林小学
校に飛来しました。同校では今年７月に児童と保
護者らでつくる「アサギマダラを迎え隊」を発足。
隊員たちは、アサギマダラが好むといわれる多年
草のフジバカマを校門付近に植え、水やりや草取
りなどを続け、チョウの飛来を目指していました。

フジバカマが淡いピンク色の花を咲かせる中、蜜を求めて花から花へと舞う
アサギマダラの様子に、子どもたちからは感嘆の声が上がっていました

市政発展への顕著な功績をたたえ
海
か い ぞ う

藏俊
しゅんいち

一さん、小
こ ば る

原利
と し お

男さん、倉
く ら た

田富
と み お

夫さん、福
ふ く ど め

留健
け ん い ち

一さんに市民表彰
　11 月３日、文化会館で「令和６年小林市市民
表彰式典」を挙行しました。
　式典では、「産業経済部門」で獣医師として畜
産業の発展に貢献した海藏俊一さんと畑地かんが
い整備事業などの推進を通じて地域発展に寄与し
た小原利男さん、「地方自治部門」で区長や自治
公民館長として地域住民の生活を支えた倉田富夫

さん、「教育・芸術・体育・文化部門」で教育者
として学校現場で活躍、退職後も生涯学習の発展
に尽力した福留健一さんの４人を表彰。
　受彰者を代表して、倉田さんが「表彰は市民の
皆さまのご厚情とご指導、ご支援の賜物。より一
層心を引き締め、豊かな郷土小林のために努力し
たい」とあいさつしました。

宮崎県獣医師会西諸支部の役員とし
て 28 年間の長きにわたり、本市の家
畜防疫の充実による畜産振興に尽力。
平成 23 年～同 31 年に同会西諸支部

長、同３年～同 23 年には同会理事などの要職を務めた。
平成 12 年と同 22 年に県内で発生した口蹄疫では、家畜診
療に携わる獣医師として最前線で自衛防疫対策に参加し、
蔓延防止に尽力。畜産行政に携わる関係機関との連携を深
めるなど、本市の基幹産業である畜産業の発展に貢献した。

産業経済部門

海
か い ぞ う

藏 俊
しゅんいち

一 さん
25 年の長きにわたり、二原土地改良
区の理事長や理事の要職を歴任、土地
改良事業による基盤整備に尽力した。
平成 16 年～同 29 年に西諸土地改良

区の理事、同 29 年～令和２年には副理事を務め、畑地か
んがい整備事業の推進に貢献。現在も東部第一地区畑地か
んがい事業推進委員長を務める。さらに、真方地域集落営
農推進協議会の会長や副会長を 16 年間、真方三区区長を
８年間務めるなど、地域の発展に寄与した。

産業経済部門

小
こ ば る

原 利
と し お

男 さん

細野一区区長として 12 年間の長きに
わたり、区内の地域福祉の振興に尽
力。さらに、平成 26 年～令和２年に
小林市区長会長、同 22 年～同 24 年

及び令和２年～同４年には理事の要職を務めた。７年間務
めた細野一区自治公民館館長においては、地域の念願で
あった公民館建設に尽力し、建設後は地域活動の活性化や
防災力の向上にも努めるなど、本市地方自治の発展に貢献
した。

地方自治部門

倉
く ら た

田 富
と み お

夫 さん
教育者として三松小学校や南小学校
の校長等を歴任するなど、多年にわ
たり教育現場で活躍。退職後は、平
成 16 年から社会教育指導員を務め、

家庭教育学級の活性化に尽力した。また、三松地区の見守
り隊において発足時から現在も活動し、あいさつ運動や交
通安全活動により青少年の健全育成に努めた。さらに、高
齢者や保護者など地域住民を対象とした講演を多数行うな
ど、生涯学習の発展に努めた。

教育・芸術・体育・文化部門

福
ふ く ど め

留 健
け ん い ち

一 さん
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